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要旨

1998年に開学した大分県立看護科学大学は、2018年に創立20周年を迎えることができた。この間、1,393人の学部卒業生、

172人の修士、18人の博士課程修了生が本学を巣立ち、活躍している。大分県の進取の気性に富む風土の中で、本学は世界を見

据えて看護の科学を追求し、人材を育んできた。この20年間で、現在の教育体系（学士課程は看護師（全員）と養護教諭1種（選択）、

大学院看護学研究科修士課程看護学専攻実践者コースに、NP、広域看護学（保健師）、助産学、看護管理・リカレントの4コースと、

研究者コースと博士課程）を作り、学士課程では予防的家庭訪問実習等、地域志向の教育を作り上げてきた。また、大分県・大分

県看護協会と一緒に、中小規模病院看護管理者支援事業等を実施してきた。本学が今後取るべき道は、看護を通して大分県全体

の活性化に尽力することであろう。本学を創設し、導き、支えてくださった多くの方々に感謝し、新しい一歩を踏み出したい。
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1. はじめに

1998年4月に開学した大分県立看護科学大学は、

今年、創立20周年を迎えることができた。

この間、1,393人の学部卒業生、172人の修士、

18人の博士課程修了生が本学を巣立ち、大分県

を始め全国で活躍している。本学を創設し、導き、

支えてくださった多くの方々に心から感謝申し上

げる。

本学の建学の精神は、「看護学の考究」「心豊か

な人材の育成」「地域社会への貢献」である（図１）。

大分県の進取の気性に富む風土の中で、本学は世

界を見据えて看護の科学を追求し、人材を育んで

きた。本稿では、この20年間で成し得たことと

課題を整理し、本学の役割と今後取るべき道につ

いて考えたい。

2. 本学の歴史と現在の教育体系

2. 1 歴史

1998年の開学後、本学は、順調に成長してき

た。4年後の1992年に大学院修士課程、その２年

後に博士課程を開設した。2006年に独立法人化

し、公立大学法人となった。公立の看護系大学で

は、日本で最初であった（表1）。
更に、2008年に大学院修士課程に「実践者養

成コース」を設立したのが、大きな転機となった。

これは高度実践者を養成するコースであり、日本

で最初にNP（Nurse Practitioner）教育を立ち上げ

たコースである。また、2011年4月からは、学部

を看護師教育に特化し、保健師教育は修士課程に

移行した。これも、全国で最初であった。

以上は、初代の草間朋子学長時代の実績である。

2012年 4月に、村嶋が 2代目の学長として着

任した。2013年に全国的に文科省で公募された

「地（知）の拠点」整備事業に応募し、「看護学生に

図1. 大分県立看護科学大学の基本的な方針

看看護護学学のの考考究究
看看護護学学をを追追究究しし、、県県内内のの看看護護教教育育・・研研究究のの拠拠点点ととししてて、、中中心心的的役役割割をを担担ううこことと。。

心心豊豊かかなな人人材材のの育育成成
看看護護をを必必要要ととすするる人人がが何何をを思思いい、、何何をを感感じじ、、そそししてて何何をを望望んんででいいるるののかかとといいうう、、人人々々

のの心心のの悩悩みみやや痛痛みみががわわかかるる心心豊豊かかなな人人材材をを育育成成すするるこことと。。

地地域域社社会会へへのの貢貢献献
県県民民やや地地域域のの看看護護職職ととのの相相互互交交流流をを図図りりななががらら、、地地域域社社会会のの保保健健･･医医療療･･福福祉祉にに貢貢献献すす

るるこことと。。

建学の精神

大大分分県県立立看看護護科科学学大大学学のの基基本本的的なな方方針針

大大分分県県ににおおけけるる看看護護学学のの拠拠点点ととななるるこことと（（定定款款第第１１条条））

設立の意図

１１．．保保健健・・医医療療・・福福祉祉のの人人材材供供給給（（教教育育・・社社会会貢貢献献））
２２．．少少子子高高齢齢化化･･過過疎疎化化･･国国際際化化がが進進むむ地地域域社社会会へへのの施施策策立立案案（（研研究究･･社社会会貢貢献献））
３３．．看看護護学学・・人人間間科科学学のの知知見見をを県県内内企企業業・・起起業業にに生生かかすす（（研研究究・・産産学学連連携携））

本学の使命・役割
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よる予防的家庭訪問実習」を開始した。この実

習は、文科省の助成期間終了後の2018年度から

は、通常カリキュラムに組み込んで継続している。

2015年には、学士課程に養護教諭1種養成課程を

選択制で開いた。医療依存度の高い子供たちが学

校現場でも増えていることを考慮し、看護学の背

景を持つ養護教諭が必要と考えたからである。

2015年10月に創設された「特定行為に係る看護

師の研修制度」で、本学は指定研修機関となった。

また、看護は、ものづくりにも貢献できる可能

性がある。2017年には、本学でも｢看護とものづ

くり｣の科目を導入し、「産学官連携推進チーム」

が発足した。

2. 2 現在の教育体系

以上のように、本学の歩みには日本で最初に取

り組んだ事項が多く、日本の看護を開拓してきた

と言える。その結果、本学の教育体系は、図2の
通りである（図2）。すなわち、学士課程は、「看

護師（全員）と養護教諭1種（選択）」、また、大学

院看護学研究科修士課程の看護学専攻実践者コー

スに、NP、広域看護学（保健師）、助産学、看護

管理・リカレントの4つのコースを設置し、更に、

研究者コースと博士課程を置く。一方、健康科学

専攻には、修士課程と博士課程があり、多様な学

生が学んでいる。健康科学コースで学ぶ看護職も

おり、日頃、看護を行う中で見出した疑問を研究

で明確にし、博士号を取得することができている。

3. 成果と社会への新風

3. 1 NP（Nurse Practitioner）の養成

NPは、米国で生まれた制度である。1965年、

コロラド大学地域看護学Loretta Ford博士が、小

児NPのプログラムを開始した。NPは、医師不

足の地域で､外来診療や地域保健センター ､農村

部の診療所などに活躍の場を拡げ、地位を確立し

大大分分県県立立看看護護科科学学大大学学のの教教育育体体系系

・・看看護護学学部部 11学学年年8800名名 計計332200名名
・・大大学学院院博博士士前前期期課課程程 2222名名 計計 4444名名

後後期期課課程程 44名名 計計 1122名名

看看護護師師 （（＋＋養養護護教教諭諭1種種））

看看護護学学
専専攻攻

広広域域看看
護護学学
ココーースス
（（昼昼間間））

助助産産学学
ココーースス
（（昼昼間間））

看看護護管管理理・・
リリカカレレンントト
ココーースス

（（夜夜間間））
実実践践者者ココーースス

健健康康科科学学
専専攻攻

看看護護学学
専専攻攻

健健康康科科学学
専専攻攻

博博士士課課程程
後後 期期
＜＜3年年＞＞

博博士士課課程程
前前 期期
＜＜2年年＞＞

看看護護学学部部
＜＜4年年＞＞

NP養養成成
ココーースス
夜夜間間））

・・NP:Nurse Practitioner(診診療療看看護護師師)のの受受験験資資格格（（日日本本NP教教育育大大学学院院協協議議会会））
・・広広域域看看護護学学ココーーススとと助助産産学学ココーースス：：保保健健師師とと助助産産師師のの国国家家試試験験受受験験資資格格
・・看看護護管管理理・・リリカカレレンントトココーースス：：日日本本看看護護協協会会認認定定看看護護管管理理者者のの受受験験資資格格

図2. 大分県立看護科学大学の教育体系

西暦 年 出来事 本学関係の成果（人数 累積）

年 開学 学部卒業生 1,393 人

年 大学院修士課程開設 修士修了生  172 人 
年 大学院博士課程後期開設 博士修了生   18 人 
年 独立法人化→公立大学法人 看護初  
年 修士課程実践者養成ｺｰｽ開設（ ｺｰｽ・助産学ｺｰｽ） NP40 人・助産:W ｽｸｰﾙ 33 人 
年 修士課程広域看護学コース・開設

学士課程を看護師教育に特化

修士課程修了保健師 16 人 
 

年 修士課程助産学コース開始  
年 文科省地（知）の拠点整備事業（ ）採択 予防的家庭訪問実習開始･継続 
年 学部に養護教諭 種課程（選択制） 4 年 12 人､3 年 12 人選択 
年 月 「特定行為に係る看護師の研修制度」指定＋地域枠 修士課程で特定行為研修実施 

年 産学官の連携推進 ｢看護とものづくり｣科目導入 年ｸﾞｯﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ賞受賞

表1. 大分県立看護科学大学の歴史と成果
（下線は、全国初の事項）
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てきた。現在、約20万人のNPが医師と連携 /協
働し、米国では、処方や検査オーダーも行う。

大分県立看護科学大学のNP教育は、1学年定

員10名（内5名は、地元枠）で、プライマリーケ

アに重点を置いている（図3）。受験資格は「臨地

経験5年以上」の看護職である。一般社団法人日

本NP教育大学院協議会（以下、NP協議会）の基

準に則った全55単位（内、実習16単位）の教育を

している。修了生の質保証は、進級試験と修了試

験、および、NP協議会による統一試験で行って

いる。本学からは、既に40人が修了し、NPとし

て活躍している。全国では350人である。

本学のNPコースの開設は、その後、厚労省の

「チーム医療の推進に関する検討会」を経て「特定

行為に係る看護師の研修制度」に発展した（図4）。
これは、本学がNPの制度化を求めて、長年にわ

たり働きかけた結果できた制度である。本学も、

制度創設と同時に研修機関の指定を受け（図5, 6）、
全21区分38行為を教育している。制度創設を機

会に、コースの充実をはかった。即ち、2018年
に本学でNPコースを立ち上げて社会に働きかけ

た結果が、2015年の「看護師の特定行為に係る研

修制度」の創設につながり、その結果、更に本学

のNPコースが強化された、という循環が生まれた。

なお、現在、一般社団法人 日本NP教育大学院

協議会では、NPを「診療看護師（NP）」と呼んでい

る。国民の理解を得るのに、日本語にする必要を

感じたためである。

大大分分県県立立看看護護科科学学大大学学ののNP教教育育課課程程
• 2008年年開開始始
• 大大学学院院看看護護学学研研究究科科修修士士課課程程実実践践者者ｺｺｰーｽｽ
• 1学学年年定定員員10名名（（内内5名名はは、、地地元元枠枠））
• ププラライイママリリーーケケアアにに重重点点
• 受受験験資資格格：：「「臨臨地地経経験験5年年以以上上」」のの看看護護職職
• 教教育育内内容容：：一一般般社社団団法法人人日日本本NP教教育育大大学学
院院協協議議会会のの基基準準にに則則りり、、認認定定をを受受けけたた。。

• 原原則則、、夜夜間間開開講講（（全全55単単位位中中、、実実習習16単単位位はは日日中中））
• 長長期期履履修修制制度度あありり
• 修修了了生生のの質質保保証証：：進進級級とと修修了了試試験験とと
日日本本NP教教育育大大学学院院協協議議会会のの試試験験

図3. 大分県立看護科学大学のNP教育課程

「「特特定定行行為為にに係係るる看看護護師師のの研研修修制制度度」」
(創創設設：：2015 （（H27））年年10月月1日日））

地地域域ににおおけけるる医医療療及及びび介介護護のの総総合合的的なな
確確保保をを推推進進すするるたためめのの関関係係法法律律のの整整備備
等等にに関関すするる法法律律
第186回（通常）国会提出→可決 平成26年6月

⇒【保健師助産師看護師法の改正】

第第37条条のの２２
特特定定行行為為をを手手順順書書にによよりり行行うう看看護護師師はは、、指指定定研研修修機機関関
ににおおいいてて、、当当該該特特定定行行為為のの特特定定行行為為区区分分にに係係るる研研修修をを
受受けけななけけれればばななららなないい。。
⇒⇒研研修修をを受受けけたた看看護護師師はは、、手手順順書書のの範範囲囲ででああれればば、、
医医師師のの指指示示をを待待たたずずにに特特定定行行為為ががででききるる

図4. 「特定行為に係る看護師の研究制度」

看看護護師師がが特特定定行行為為ががででききるるとと
実実践践活活動動がが広広ががりり、、患患者者のの安安全全・・安安
楽楽・・安安心心ににつつななががるる

⇒⇒大大分分県県立立看看護護科科学学
大大学学でではは、、大大学学院院修修士士
課課程程NPココーーススでで、、
38特特定定行行為為をを全全てて学学ぶぶ

厚厚生生労労働働大大臣臣かからら、、

「「特特定定行行為為研研修修指指定定
研研修修機機関関」」のの指指定定証証
（（平平成成27年年8月月5日日））

図5. 看護師が特定行為ができると、患者の安全・

　　 安楽・安心につながる

・・医医学学・・看看護護アアセセススメメンントト
・・的的確確なな臨臨床床推推論論
・・安安全全でで迅迅速速なな特特定定行行為為

・・包包括括的的指指示示
・・手手順順書書
・・医医療療安安全全
管管理理体体制制

「「医医学学教教育育をを強強化化」」
・・基基礎礎ととななるる理理論論（（5単単位位））
・・基基礎礎ととななるる医医学学知知識識（（14単単位位））
・・特特定定行行為為技技術術（（演演習習））（（12単単位位））
・・統統合合力力（（2単単位位））
・・臨臨床床実実習習（（15単単位位））

患患者者にに対対すするる効効果果

チチーームム医医療療のの推推進進

・・疾疾病病・・症症状状のの悪悪化化をを予予防防
・・疾疾病病・・症症状状のの改改善善
・・患患者者満満足足・・ＱＱＯＯＬＬのの向向上上

・・看看護護レレベベルルのの向向上上

・・多多職職種種ととのの連連携携協協
働働強強化化
・・チチーームム力力のの向向上上

修修士士課課程程NPｺｺｰーｽｽのの教教育育

診診療療看看護護師師のの実実践践

看看護護基基礎礎教教育育＋＋臨臨床床経経験験５５年年以以上上

＜＜入入学学要要件件＞＞ 地地元元枠枠55名名追追加加

大大分分県県へへのの貢貢献献

・・へへきき地地等等、、医医師師不不足足
のの地地域域ででのの医医療療
・・在在宅宅医医療療
・・老老人人保保健健/福福祉祉施施設設
・・地地域域中中核核病病院院

新新制制度度

特特定定行行為為をを取取りり入入れれたた修修士士課課程程のの ｺｺｰーｽｽ

教教育育とと効効果果

※※

地地
域域
医医
療療
介介
護護
総総
合合
確確

保保
基基
金金
活活
用用
にに
よよ
るる
体体
制制
・・

基基
盤盤
整整
備備

図6. 特定行為を取り入れた修士課程のNPコース
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本学は、この改正を受けて、全国で最初に、修

士課程の保健師教育を開始した（図9, 10）。定員

は5名だが徐々に人気が高まり、目下3-5倍の入

試倍率になっている。何とか、学生定員を10名
に拡大したい所ではあるが、それには教員を充実

する必要があり、今後の課題である。

2年間の修士課程で、1年次には3つのタイプの

実習を計14週間、全県下で実施する（図11）。また、

各々の実習報告会に県下の保健師を招いて成果を

共有している。保健師の指導者たちから有意義な

コメントをもらい、学生も教員も学びがある。院

生の発表を共有することにより、徐々に保健師の

専門性等について共通認識ができつつあると思う。

2018年3月までの4年間で14名が修了し、その

半数が県内に就職している。また、2018年度現在、

修士課程2年に9名、1年に6名が在学して勉学に

励んでいる。

3. 2 修士課程広域看護学コース（保健師教育）

次いで、社会に変革をもたらしたのが、保健師

教育課程を修士課程に移行したことである。保健

師は全国で約２万人。その7割弱が自治体勤務で

ある。

1952年に大学で看護教育が開始されて以来、

大学では、看護師教育と保健師教育を一体化して

実施してきた。しかし、保健師の活動の場が拡大

し扱う問題が深刻化したこと（図7）、看護系大学

の急増で保健師の「全員必修」が大きな問題となっ

たこと等から、保助看法が改正され、保健師の修

業年限が6カ月から1年に強化された。それを受

けて、大学では、保健師教育課程を学士課程の選

択制、修士課程や専攻科という形で学士課程に積

み上げることができるようになった（図8）。2011
年度からである。

看看護護系系大大学学ににおおけけるる保保健健師師教教育育課課程程
（（平平成成23年年度度以以降降））

＊＊保保助助看看法法のの改改正正（（保保健健師師教教育育：：6ヶヶ月月⇒⇒1年年以以上上））

<看護系大学>
４年で全員が

看護師と保健師

<保看統合化
カリキュラム>

<看護系大学>
４年間で､

看護師は全員

保健師は選択
制

<看護系大学>
４年間で､

全員看護師のみ

保保健健師師はは

上上乗乗せせ２２年年
(大大学学院院修修士士課課程程)保保健健師師はは

上上乗乗せせ１１年年
（（大大学学専専攻攻科科））【【タタイイププ Ⅱ】】

【【タタイイププ Ⅲ】】

【【タタイイププ Ⅳ】】

【【タタイイププ Ⅰ】】

図8. 看護系大学における保健師教育課程の多様化

        （平成23年度以降）

平平成成２２３３年年度度カカリリキキュュララムム

H２３〜

大学院

学部
看護師
保健師
助産師(選択)

助産師保健師

従来

H21年年保保助助看看法法改改正正
保保健健師師・・助助産産師師はは6ヶヶ月月→1年年間間以以上上のの教教育育

23単単位位→28単単位位

看護師

・・役役割割拡拡大大・・専専門門性性強強化化

・カリキュラムの過密

・充実した看護学教育ができない

・看護技術が不十分なため離職者が多い

・・充充実実ししたた看看護護学学教教育育

・・観観察察力力とと看看護護技技術術のの強強化化

・・離離職職者者のの低低下下

・・質質のの高高いい看看護護師師のの育育成成

H２４〜

図9. 平成23年度カリキュラム

【【概概要要】】
・・修修業業年年限限22年年
・・定定員員：：55名名
・・保保健健師師活活動動にに必必要要なな理理論論をを習習得得ででききるる科科目目..
・・裁裁量量範範囲囲拡拡大大をを目目指指しし、、独独自自のの科科目目もも設設定定..
【【単単位位数数】】
5599単単位位：：修修士士課課程程3311単単位位、、保保健健師師指指定定規規則則2288単単位位
【【特特長長】】
①①３３タタイイププのの実実習習（（1144単単位位））でで、、理理論論とと実実践践をを連連動動
②②エエビビデデンンススにに基基くく健健康康教教育育・・健健康康相相談談

修修士士課課程程保保健健師師教教育育
カカリリキキュュララムムのの概概要要とと特特長長

図10. 修士課程保健師教育

      　カリキュラムの概要と特徴

保保健健師師のの活活動動のの場場がが拡拡大大、、
扱扱うう問問題題がが深深刻刻化化

⇒⇒保保助助看看法法改改正正
（（修修業業年年限限がが6ヶヶ月月→1年年））

学学校校保保健健

産産業業保保健健

地地域域保保健健

主に保健部門

母子 成人 老人

精神 結核等

学学校校保保健健

いじめ・不登校・食育

産産業業保保健健

メンタルヘルス・

生活習慣病その他

地地域域保保健健

保健部門 福祉部門

その他

介護保険・介護予防

健康危機管理（災

害・新型感染症）

虐待問題

ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝｱﾌﾟﾛｰﾁ

実実践践力力のの強強化化＋＋研研究究力力がが必必要要

＜＜昔昔＞＞

＜＜現現在在＞＞

•少少子子・・超超高高齢齢化化
•健健康康問問題題のの多多
様様化化

•医医療療介介護護費費のの
高高騰騰

⇒⇒社社会会やや地地域域のの
動動向向をを予予測測しし、、
必必要要なな手手をを打打っっ
てていいけけるる保保健健師師、、

具具体体的的なな手手立立てて
とと予予測測力力をを持持っっ
たた保保健健師師

＜＜将将来来＞＞

図7. 保健師の活動の場が拡大、扱う問題が深刻化



本学が発揮したリーダーシップ  /  村嶋幸代

53

全国的には、大学院修士課程での保健師教育が

14校になり、修士課程や専攻科への移行を検討

する大学も増えている。院生たちは、全国の大学

で院生倶楽部を組織し、学会でワークショップを

開催する等、自主的に活動している。また、実習

や研究の成果を国際学会等でも発表している。

世界を見ると、保健師を国家免許で独立させて

いる国は少数であり、保健師の専門性を追求する

ことは、公衆衛生看護学という学問の開拓につな

がる。保健師は、看護職として、これまでも、下

記の3つの能力を活用しながら、人々の健康を

守ってきた。

a. 個人や家族を支援する対人支援能力

b. その集合体である地域やグループの健康

課題を把握し、対処する能力

c. 地域に必要な対策が公正に継続的に行わ

れるよう事業化・施策化する能力

個人と集団、そして、社会や組織を守る保健師

の方法論や力量が、修士課程の教育の中で見えて

くることを期待している。

3. 3 学部教育の強化

3. 3. 1   4年間で看護師を教育する学部教育

学士課程は、2011年度入学生から看護師の教

育に焦点化した。看護師を、学士課程4年間かけ

て教育する理由は、大きく2点ある。一つ目は、

【看護師に求められる能力・技量の高度化】である。

医療の高度化により、看護師には、高い技術が必

要となった。看護師に必要な単位数も、従来の

93単位から、2007年度には97単位に増えている。

看護師の働く場も、病院から地域・福祉施設へと

多様化しており、開業・起業する看護師も増えて

【看護師に、高いマネジメント能力が求められる】

ようになった。看護師はチーム医療のキーパーソ

ンとして、確かな技術とコミュニケーション能力・

調整能力が必要である。

学士課程4年間を看護師教育にしたことで可能

になったのは自律性の向上で、演習や実習を強化

した。1 ～ 4段階の看護技術習得プログラムを導

入し、卒業生による指導やアクティブラーニング

も導入した。

3. 3. 2 予防的家庭訪問実習の開始

2013年度には、文科省の「地（知）の拠点整備

事業（COC）」に「看護学生による予防的家庭訪問

実習を通した地域のまちづくり事業」が採択され、

本学の地元の２地区で高齢の協力者のお宅を1 ～

4年次生がチームで訪問し、実習協力者の健康維

持など、予防活動に取り組むという実習が始まっ

た（図12）。指導者として、看護学の教員だけで

なく健康科学の教員もペアに入り、約30組の教

員たちが、学生の80チームを指導している。

予防的家庭訪問実習の効果として、学生たちは

「病院実習でも、患者さんの入院前後の生活をイ

メージできるようになった。」「上級生と協力者さ

んとのやり取りを見て、観察のポイントやコミュ

ニケーションの取り方を学ぶことが出来た。」と述

べている。また、協力者からは、「一人暮らしで

人と話をする機会も減る中、学生の訪問が楽しみ

で生活に張りが出た。」「学生の訪問で体重や体脂

個人・家族支援能力
半年間、継続して家庭訪
問することで、個人・家族
に寄り添い、地域で生活す
ることを支える力をつける。
（市町村） 課題研究

（修士論文）

地域看護診断・活動展
開力
地域や文化特性を診断
し、特性に応じて活動
できる力をつける。
（市町村、 週間）

地域（看護）管理・
政策形成力

地域社会全体の を
向上させる研究能力をつ
ける（保健所、 週間）

地域マネジメント実習
広域看護活動研究実習

確かな実践力

地域生活支援実習

保
健
師
国
家
試
験

大大学学院院修修士士課課程程
広広域域看看護護学学ココーーススカカリリキキュュララムム

図11. 大学院修士課程 保健師教育

学生Ｂ

予予防防的的家家庭庭訪訪問問実実習習-4年年間間のの実実習習ググルルーーププ例例-

実実習習目目標標例例：：チチーームム力力はは共共通通

１１年年生生：：ココミミュュニニケケーーシショョンン、、全全体体像像理理解解
２２年年生生：：生生活活者者のの視視点点、、アアセセススメメンントト
３３年年生生：：必必要要なな支支援援をを考考ええ実実行行
４４年年生生：：地地域域のの健健康康課課題題・・資資源源をを見見るる

図12. 予防的家庭訪問実習

           －4年間の実習グループ例－
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肪を気にするようになり自宅で定期的に測定する

ようになった。」という感想が得られ、高齢者に

とっても、若い学生の訪問が生活の張りになって

いることが分かった。

また、「団地内を若い学生達が歩いているのを

見ると、団地に活気が出て、いいことだと思う。」

という声、更に、「高齢者の卓球教室に来てくれ

る学生がいて、明るくなった。」など、地域に活気

を与える効果のあることが分かった。文科省の中

間評価ではS評価を得た。

事業終了年度は2017年だったが、協力者や地

元関係者から継続が要請され、学生の学びも大き

いこと等から、2018年度以降もスリム化して実

施している。本学のカリキュラムの1年次から4
年次まで、一貫して実施する看護学実習になって

いる（図13）。

3. 3. 3 地域志向の看護師教育

高齢化に伴い病院以外で療養する人が増え、看

護師の活躍の場も広がっていった。また、在院日

数の短縮化等に伴い、病院でも「地域の視点」が必

要となってきた（図14）。例えば、外来では、外

来患者に対する重症化予防や健康回復に向けた適

切な療養生活指導をする。また、病棟では、入院

時から退院後の生活に注目した看護を行うと共に、

退院支援・調整に伴う施設内連携、家族指導等が

求められる。地域では、「医療依存度の高い在宅

療養患者（児）の看護」が必要になった。自宅への

訪問看護以外に、学校・施設等でも看護が求めら

れ、看護師の活躍の場が広がった。

このような社会の動向を受けて、本学では、学

部教育で看護師のための地域看護学を教育してい

る。予防的家庭訪問実習等によって学生に地域志

向が芽生え、総合看護学実習で遠隔地の病院にも

行き始めたこと等により、県内各地の地域密着病

院への就職が増えている。今後も、大学の全活動

を通して地域との連携を大切にしていきたい。

看護界全体としては、近い将来、看護師教育に、

地域看護学が導入されることが期待される。

4. 大分県への貢献

一方で、少子化の中で、日本および大学は一段

と厳しい状況に置かれている。大分県も例外では

ない。2013年に出された地域医療構想では、県

内の病床数は2025年までに約7割になると想定

されている（図15）。
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改革・改善する力

国際性・多くの職種と連
携・協同する力

マネジメント
能力

初初期期体体
験験実実習習

学学部部教教育育ののカカリリキキュュララムム改改革革 －－よよりり地地域域にに貢貢献献すするる大大学学へへ－－

デディィププロロママポポリリシシーー

図13. 学部教育のカリキュラム改革

          －より地域に貢献する大学へ－

看看護護師師にに「「地地域域のの視視点点」」がが必必要要なな例例

• 外来患者に対する重症化予防の療養指導
• 健康回復に向けた適切な療養生活教育
• 療養者が暮らす（療養や疾病の悪化に影響を及ぼす）生
活の場としての地域 等

外来

• 入院時から退院後の生活に注目した看護
• 退院支援・調整に伴う施設内連携
• 家族指導 等

病棟・施設

• 医療依存度の高い在宅療養患者の看護
• 要介護高齢者や障がい（児）者のケア
• 在宅療養者の家族のケア、生活指導、健康管理
• 医療チームの調整、多職種との連携
• 望む暮らしの実現に向けた看護
• 人々の健康に影響を及ぼす生活の場（地域）の理解
等

地域

図14. 看護師に 「地域の視点」 が必要な例

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

大大分分県県将将来来推推計計人人口口（（人人））

大大分分県県のの少少子子高高齢齢化化とと医医療療

1,166,338 

896,653946,917
996,732 1,044,038 1,089,084

将来推計人口：国立社会保障・人口問題研究所（ 年 月推計）
地域医療情報システム

1,130,771 

平成27年8月20日大分合同新聞朝刊ｐ19掲載

大大分分県県内内のの９９割割以以上上がが
300床床未未満満のの中中小小規規模模
地地域域密密着着型型病病院院

⇒⇒病病院院等等のの看看護護のの質質はは、、
県県民民のの健健康康ととQOLにに重重要要

大大分分市市 東東部部 中中部部 南南部部 豊豊肥肥 西西部部 北北部部 県県

看護師 准看護師

圏圏域域別別看看護護職職員員数数（（人人口口 万万対対））
（（平平成成 年年 月月末末））

図15. 大分県の少子高齢化と医療構想
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4. 1 大分県版中小規模病院等看護管理者支援事業

大分県の病院の9割は、300床未満の中小規模

病院である。この病院の看護の質が、大分県民が

療養する環境、ひいては、QOLに大きく影響する。

そのようなことを考えていた時に、厚生労働省か

ら、「中小規模病院看護管理者支援事業」のお誘い

を受けた。大分県、大分県看護協会と相談し、本

学の保健管理学研究室の福田広美教授が事務局と

なってこのモデル事業を受けることにした。

本事業の目的は、中小規模病院等の看護管理の

向上を目指すものである。上記3機関と大分県看

護管理者連絡協議会、大分大学により、「大分県

中小規模病院等管理支援協議会」を形成した（図

16）。大分県では、県庁主導で、2003年から各

保健所（保健部）を中心に、看護ネットワーク（略

称：看護ネット）が形成されており、各地で、ほ

ぼ2カ月に一回研修会等がなされている。事務局

は、保健所の地域保健課長である。この研修会に

は、管内の病院だけでなく、介護施設や訪問看護

ステーションの看護職・介護職等が集まるため、

この仕組みを活用することにした。

最初に、農村地域の保健所と管内の看護部長た

ちが受け入れてくださり、モデル事業を実施する

ことができた。支援者（アドバイザー）は、「協議会」

が人選し、依頼した。実際の会合では、中小規模

の看護管理者たちの日頃の悩みが大変多く語られ、

支援者が上手にアドバイスされていた。全体の評

価点が向上すると共に、看護管理者が、地域医療

や施設の経営を考えて、スタッフの意欲を引き出

すことができるようになった。この成果を受けて

本事業は、2018年度、県の医療介護確保基金を

得て、別の保健所管内にも対象を広げて継続して

いる。

4. 2 ものづくりへの貢献

看護は、療養者の生活に密着しており、看護の

視点を活かして、ものづくり（工学･看護･芸術の

連携）にも貢献することができる。教員や看護研

究交流センターの産学官連携推進チームに、企

業からの共同開発（医療用品、機能性食品、家

具、補装具、リハビリ機器　等）の申し込みもある。

それに応じて、本学を含むグループが作成した椅

子は、2017年度グッドデザイン賞を受賞した。

5. 大分県立看護科学大学の役割と取るべき道

5. 1 看護を通した大分県全体の活性化に向けて

県立大学の役割は、「保健・医療・福祉の分野

で活躍する人材育成」「地域社会の課題解決に向

けた対策立案（研究・社会貢献）」「看護学・人間

科学の知見を、県内の企業・起業に生かす（研究・

産学連携）」ことだと考える。その活動を通して良

質な看護が行き渡るように、大分県が豊かになる

ように取組むことである。

大分県の看護水準が向上することにより、県民

が、より良質な保健活動と医療を受けること、健

康を保つことができるようにすることが県立大学

の使命であり、この実現のために、各地の保健・

医療・福祉関係者と協働しながら進みたいと思う。

先ずは、県内各地に看護職を送ることができるよ

うに、学生の地域志向性を育てると共に、看護師

のキャリア開発の道筋を、大学院の役割発揮と結

び付けて考えたい（図17）。本学修士課程には実

践者養成コースがあり、保健師・助産師・診療看

護師（NP）、認定看護管理者の育成（受験資格付与）

が可能である。看護職が自分の能力を開発するこ

とと、大分県の保健医療福祉の更なるレベルアッ

プを図ることの両方を視野に入れ、相乗効果が出

るような方策を探りながら進みたい。

看護ネットF
地区

目的：中小規模病院等の看護管理向上
地域連携の推進と質の高い地域医療を目指す

大大分分県県版版中中小小規規模模病病院院等等看看護護管管理理者者支支援援事事業業
平成 年度厚生労働省看護職員確保対策特別事業

大大分分県県
行政

大分県中小規模病院等管理支援協議会

大分県

看護ネットA
地区

看護ネットB
地区

看護ネットC
地区

看護ネットD
地区

大大分分県県看看護護のの地地域域ネネッットトワワーークク（（事事務務局局：：保保健健所所保保健健師師））

看護ネットD
地区

事事業業モモデデルル地地域域

支援者

事例検討会等

①県内の中小規模病院の看護管理状況把握と地域に必要な看護管理支援の在り方の協議
②支援地域と施設、方法の検討
③中小規模病院看護管理支援事業の企画、運営、評価

・認定看護管理者
・支援対象地域の
看護管理者
・大分県・大学

①自施設の自己評価
改善策の計画

②看護管理成功事例等の検討
施設における取組

③取り組みを通した評価

④次年度に向けた改善

「施設代表者会議」
病院、診療所、訪問看護ステーション
老人保健施設等の看護管理者、等

連
携

連
携

支援

P

C
D

A

大分県看護協会
（認定看護管理者、等）

協力：大分県看護管理者
連絡協議会

協力：
大分大学

事務局：大分県立
看護科学大学

⇒⇒取取組組のの成成果果
（（評評価価点点向向上上↑））
・・看看護護管管理理者者がが、、地地域域
医医療療やや施施設設のの経経営営をを
考考ええてて、、ススタタッッフフのの意意
欲欲をを引引きき出出すす

⇒⇒成成果果ががあありり、、30年年度度
はは、、県県のの医医療療介介護護確確保保
基基金金をを得得てて継継続続中中

図16. 大分県版中小規模病院等看護管理者支援事業
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5. 2 県立大学の役割を追求し世界に発信する

人材育成と教育は大学の根幹である。学部生だ

けでなく、大学院生、教職員、一人一人が自己実

現できること、やり甲斐を持てること、自ら考え

て行動できるようにしていくことが重要である。

リーダーシップから言えば、メンバー個々人が全

体を理解したうえで自分の在り方を考え、最善を

尽くせるようにすることだろう。リーダーの役割

は、方向性を示すこと、各自が考えられるように

十分な情報を提供するように努めることだと思う

（図18）。そして、教育と研究、社会貢献と大学

運営が、効果的に組み合わさって全体が進むよう

に図っていきたい（図19）。

6. 終わりに

本学の歴史は、看護教育の開拓・創造の歴史で

ある。20周年は、本学が成人として踏みだすこ

とでもある。公立大学法人大分県立看護科学大学

の創立20周年に際し、大分県、県民の皆様、本

学を創設してくださった方々、本学の草創期に働

き素晴らしい大学になることに尽力してくださっ

た方々、本学を支えてくださっている多くの方々、

実習施設、関係機関に感謝申し上げたい。

私たちは、これからも、看護学の創造を図りな

がら、豊かな人間性を持つ看護職者を育成し、安

全・安心な地域社会の暮らしと持続的な発展に貢

献することに全力を尽くす所存である。更なるご

指導・ご鞭撻を、お願い申し上げる。

県県全全体体にに良良質質なな看看護護をを行行きき渡渡ららせせるる「「教教育育」」とと「「研研究究」」

実実践践力力ああるる看看護護
師師のの確確実実なな養養成成

②②看看護護師師のの
実実践践経経験験

①①大大学学入入学学
学学部部教教育育

③③大大学学院院
修修士士課課程程

④④パパワワーーアアッッププ
ししてて高高度度実実
践践者者ととししてて
勤勤務務

県県内内のの医医療療機機
関関等等でで勤勤務務

②②

高校

④④

③③ ①①

NPやや看看護護管管理理者者ととししてて、、
実実践践看看護護のの質質向向上上にに貢貢献献
例例））地地域域密密着着型型病病院院、、診診療療所所、、
高高齢齢者者施施設設、、訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン等等

NPととししてて高高度度のの実実践践力力、、
ままたたはは、、看看護護管管理理者者とと
ししててのの実実力力をを養養うう

大大分分県県「「看看護護のの地地
域域ネネッットトワワーークク」」をを
基基盤盤にに、、病病院院、、診診
療療所所、、訪訪問問看看護護スス
テテーーシショョンン、、老老人人
保保健健施施設設等等のの看看
護護管管理理者者（（次次世世代代
をを含含むむ））がが看看護護管管
理理のの向向上上にに向向けけてて
取取りり組組むむ

研研究究：：大大分分県県中中小小規規模模病病院院
等等看看護護管管理理支支援援事事業業
･･････大大分分県県にに多多いい、、中小規模
病院等の看護管理の向上
と地域連携の推進、質の高
い地域医療を目指す

教教育育
学部4年間の看看護護師師教教育育と、
大学院教育でNP・・看看護護管管理理者者
のの体体系系的的育育成成を行う

いらすとや

図17. 県全体に良質な看護を行き渡らせる

          「教育」 と 「研究」

著者連絡先

〒870-1201
大分県大字廻栖野2944-9
大分県立看護科学大学

村嶋  幸代

地地域域をを看看護護すするる:
［［地地域域ケケアアシシスステテムムをを
創創るる］］＜＜保保健健師師＞＞

地地域域でで看看護護すするる：：
[他他職職種種やや住住民民ととのの協協同同]
＜＜訪訪問問看看護護師師・・保保健健師師＞＞

地地域域にに向向けけてて看看護護すするる：：
継継続続看看護護 [移移行行期期]

＜＜病病院院看看護護師師・・訪訪問問看看護護師師等等＞＞

退退院院支支援援
チチーームム

病病棟棟
看看護護

病病院院

学長としてのリーダーシップ

明明確確ななビビジジョョンン

教職員との

対話・理解

意欲・能力を最
大限に

関係機関との
対話・理解

大分県の保健医療
福祉へ貢献

日本・世界の保健
医療福祉へ貢献

学校教育法（第 92 条第 3 項）
学長は校務をつかさどり、
所属職員を統督する
（平成26年8月）

図18. 学長としてのリーダーシップ

大大学学のの教教育育・・研研究究・・社社会会貢貢献献機機能能をを運運営営
とと重重ねねななががらら最最大大限限発発揮揮すするる

研究

教育

社会
貢献

大学
運営

図19. 大学の教育・研究・社会貢献機能を

          運営と重ねながら最大限発揮する


